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前 進

▼
コ
ロ
ナ
が
東

京
で
は
な
か
な

か
収
ま
ら
な

い
。
６
月
初

旬
、
通
称
「
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
」

が
我
が
家
に
届
い
た
。
ど
う

み
て
も
大
人
の
顔
に
は
小
さ

す
ぎ
る
。
鼻
に
合
わ
せ
れ
ば

口
が
出
る
。
口
に
合
わ
せ
れ

ば
鼻
が
出
る
。
何
で
こ
ん
な

も
の
に
４
６
６
億
円
も
か
か

る
の
か
。
子
会
社
を
通
し
て

何
百
億
円
も
中
抜
き
し
て
い

た
電
通
な
ど
、
何
を
す
る
に

も
安
倍
首
相
の
パ
タ
ー
ン
。

モ
リ
カ
ケ
問
題
で
も
似
た
よ

う
な
も
の
に
見
え
て
し
ま
う

の
は
、
私
が
へ
そ
が
曲
が
っ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
▼
全

国
民
に
給
付
さ
れ
る
「
定
額

給
付
金
」
が
ま
だ
私
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

税
金
を
取
る
と
き
は
、
素
早

く
、
国
民
に
配
る
場
合
は
何

と
遅
い
こ
と
▼
コ
ロ
ナ
が
収

ま
る
か
も
し
れ
な
い
秋
に
コ

ロ
ナ
倒
産
が
始
ま
る
か
も
し

れ
な
い
。
中
小
企
業
に
給
付

金
が
届
く
の
も
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
、
な
か
な
か
給

付
さ
れ
な
い
。
今
こ
こ
で
お

金
が
欲
し
い
の
だ
▼
安
倍
首

相
が
何
を
言
う
か
と
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
い
た
ら
「
支
給
す

る
側
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
。
国
民
側
の
書
類
が
ち
ゃ

ん
と
書
か
れ
て
な
い
か
ら
支

給
が
遅
く
な
る
」
と
言
っ
て

い
た
。
呆
れ
て
し
ま
う
。
こ

の
人
が
日
本
の
首
相
だ
と
思

う
と
が
っ
か
り
し
て
し
ま

う
。（
Ｈ
・
Ｔ
）

　

仲
間
の
助
け
合
い
の
「
総

合
共
済
制
度
」
は
60
歳
以
上

で
組
合
新
規
加
入
者
に
は
付

帯
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、「
60
歳
以
降
に
組
合

に
加
入
し
た
仲
間
に
つ
い
て

も
、
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
共
済
制
度
を
作
っ

て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
に

応
え
、
現
行
の
総
合
共
済

（
Ａ
型
・
Ｂ
型
）
に
加
え
Ｃ

型
共
済
を
20
年
9
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
同
様
に
60
歳

未
満
に
加
入
さ
れ
た
方
の
共

済
は
通
常
の
総
合
共
済
（
Ａ

型
）
と
な
り
ま
す
。

　

既
に
60
歳
以
降
に
組
合
に

加
入
し
、
総
合
共
済
が
付
帯

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
Ｃ

型
共
済
加
入
の
有
無
を
選
択

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

選
択
は
「
Ｃ
型
共
済
加
入

意
思
確
認
書
」
が
組
合
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

「
加
入
す
る
・
加
入
し
な

い
」
を
選
択
し
、
7
月
末
ま

で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
型
共
済
の
掛
金
は
月
額

５
０
０
円
で
す
。
毎
月
の
組

合
費
と
一
緒
に
納
入
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
は
加
入
時
年
齢
が
60

歳
～
69
歳
ま
で
の
方
は
自
動

付
帯
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
9
月
以
降
、
加
入
時

の
年
齢
が
70
歳
以
上
の
方
は

Ｃ
型
共
済
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
資
格
発
生
は
共
済

加
入
翌
月
以
降
の
事
由
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

組
合
が
定
め
る
「
慢
性
疾

患
」
に
つ
い
て
は
、
加
入
月

よ
り
6
ヵ
月
以
降
に
発
生
し

た
事
由
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

Ｃ
型
共
済
は
表
の
よ
う
な

支
給
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

病
気
で
入
院
し
た
と
き

は
、
入
院
日
数
に
よ
り
1
万

円
か
ら
3
万
円
の
給
付
と
な

り
ま
す
。
要
件
は
「
病
気
で

入
院
し
た
と
き
」
と
な
り
、

同
一
の
事
由
で
も
給
付
さ
れ

ま
す
。

　

ケ
ガ
・
特
定
傷
病
は
、
組

合
員
が
ケ
ガ
や
特
定
傷
病

（
頸
椎
部
・
腰
部
・
関
節
部

に
関
わ
る
傷
病
な
ど
）
で

「
入
院
し
た
と
き
」
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
入
院
日
数
に

よ
り
1
万
円
か
ら
2
万
円
の

給
付
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
活
動
中
の
事
故
に
つ

い
て
も
上
記
の
よ
う
に
支
給

さ
れ
ま
す
。「
組
合
員
及
び

組
合
員
と
同
一
生
計
を
営
む

家
族
」
が
、
組
合
活
動
中
に

発
生
し
た
事
故
が
対
象
で

す
。
入
院
・
通
院
・
自
宅
療

養
を
し
た
と
き
に
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

死
亡
弔
慰
金
は
本
人
が
死

亡
し
た
と
き
に
、
10
万
円
と

供
物
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と

き
は
5
万
円
と
供
物
、
家
族

が
死
亡
し
た
と
き
は
1
万
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
Ａ
型
共
済
同
様
に

結
婚
、
出
産
、
就
学
、
臓
器

提
供
見
舞
金
、
資
格
取
得
祝

金
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

更
に
、
住
宅
災
害
見
舞
金
、

適
用
除
外
法
人
事
業
主
支
援

金
も
支
給
対
象
で
す
。
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正
解
者
に
は
抽
選
で
５
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

宛
先
：
支
部
教
宣
部
あ
て　

締
切
：
二
五
日
消
印

◎
６
月
号
の
答
え
は
「
ヒ
ツ
ジ
グ
モ
」
で
し
た
。

　

当
選
者
の
発
表
は
、
発
送
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
　
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
無
人
補
給
船
こ
う
の
と
り

が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
…

⑤
…
抜
け
に
明
る
い
性
格

⑦
「
猟
虎
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

⑧
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
防
止
に

…
電
話
が
効
果
的
と
い
わ
れ

ま
す

⑩
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
交

響
曲

⑪
木
に
登
る
っ
て
、
本
当
？

⑬
柔
道
の
父
。
…
治
五
郎

⑮
な
い
と
思
っ
て
も
、
あ
り

ま
す

⑯
自
分
で
行
う
…
サ
ー
ビ
ス

⑱
華
厳
、
那
智
、
袋
田
と
い

え
ば

⑲
本
来
は
果
実
や
花
の
房
の

こ
と

㉒
陸
も
水
上
も
走
る
…
両
用

車㉓
…
両
成
敗

　
　
タ
テ
の
カ
ギ

①
車
に
乗
っ
た
ま
ま
買
い
物

が
で
き
る
…
ス
ル
ー

②
全
国
至
る
所
。
…
浦
々

③
旅
行
記
の
こ
と
で
す
。
…

文④
食
通
で
す
ね

⑤
生
産
量
日
本
一
は
北
海
道

⑥
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
和
名

⑨
南
瓜
は
カ
ボ
チ
ャ
、
西
瓜

は
？

⑫
愛
媛
の
今
治
や
大
阪
の
泉

州
が
有
名
で
す

⑭
日
本
語
で
は
「
夜
想
曲
」

⑯
暑
い
季
節
に
活
躍
し
ま
す

⑰
働
く
人
が
賃
金
以
外
に
会

社
な
ど
か
ら
受
け
取
る
…
厚

生⑳
人
生
に
は
苦
も
あ
り
ま
す

が
、　

こ
れ
も
あ
り
ま
す

21
パ
ン
ダ
は
「
…
を
食
べ
る

者
」
を
意
味
す
る
ネ
パ
ー
ル

語
と
か

っ
て
、
家
賃
が
払
え
な
い
状

況
に
な
る
方
に
、
一
定
期

間
、
家
賃
相
当
額
を
自
治
体

か
ら
家
主
さ
ん
に
支
給
す
る

制
度
）
は
約
80
件
の
相
談
が

来
ま
し
た
。

　

健
康
相
談
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
受

診
相
談
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

産
業
振
興
課
へ
は
、
事
業

者
か
ら
「
融
資
」
の
相
談
や

「
市
独
自
の
支
援
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
」
と
い
っ

た
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

②
市
民
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
備
え
生
活
を
送
れ
ば
良
い

で
す
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

き
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
で
す
か
。

 　

う
が
い
、
手
洗
い
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
な

ど
の
感
染
症
対
策
の
徹
底
と

三
密
回
避
。
社
会
的
距
離
を

保
つ
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

き
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
若

し
く
は
「
帰
国
者
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
ま
ず
電
話

し
、
指
示
を
仰
い
で
く
だ
さ

い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
朝
霞

市
役
所
に
「
ど
の
よ
う
な
相
談
が
来
て
い
る
か
」、「
市

民
に
ど
の
よ
う
な
お
願
い
を
し
て
い
る
か
」
な
ど
に
つ

い
て
、
６
月
１
６
日
（
火
）
亀
山
部
員
と
井
口
書
記
で

取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
室
堀
川
室
長
、

政
策
企
画
課
永
里
課
長
、
同
課
櫻
井
課
長
補
佐
が
対
応

し
て
く
れ
ま
し
た
。

③
朝
霞
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
施
策
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
の
方
に
は
「
あ
さ
か

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
臨
時
特
別

給
付
金
（
児
童
手
当
に
追
加

し
て
５
０
０
０
円
給
付
）」、

「
国
保
に
加
入
す
る
事
業
主

の
方
に
傷
病
見
舞
金
支
給

（
９
月
30
日
ま
で
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

取材をする亀山教宣部員＝朝霞市役所にて

（左）櫻井課長補佐、（中）堀川室長、（右）永里課長

染
し
、
休
業
・
事
業
縮
小
さ

れ
た
方
）」
が
給
付
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
方
に
は

「
中
小
・
小
規
模
企
業
者
支

援
金
（
前
年
同
月
比
で
売
り

上
げ
が
20
％
以
上
減
少
の
朝

霞
市
在
住
事
業
者
へ
、
10
万

円
給
付
）」「
持
ち
帰
り
・
宅

配
サ
ー
ビ
ス
導
入
奨
励
金
」

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
で
生
活
費
に
困
っ
た
と
き

は
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
で
は
「
福
祉
相
談

課
」
で
ま
ず
話
を
聞
い
て
担

当
課
へ
振
り
分
け
ま
す
。

⑤
朝
霞
市
と
し
て
市
民
に
ど

の
よ
う
な
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
か
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
の
情

報
提
供
」
が
メ
イ
ン
と
な
り

ま
す
。

⑥
来
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
と
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
ど
の
程

度
の
備
え
を
検
討
し
て
い
る

か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

検
討
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
目
標
を
達

成
す
る
ま
で
の
工
程
表
、）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
「
安
全
安
心
な
環
境
」

「
延
期
に
伴
う
費
用
を
最
小

化
す
る
」「
大
会
を
簡
素
な

も
の
と
す
る
」
の
三
点
の
基

本
原
則
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
霞
市
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
射

撃
競
技
会
場
で
す
。
朝
霞
駅

か
ら
数
多
く
の
人
が
通
っ
て

会
場
に
行
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
霞

市
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
聖
火
リ
レ
ー

が
通
過
す
る
予
定
で
す
。　

　

会
場
は
陸
上
自
衛
隊
朝
霞

訓
練
場
と
な
り
、
観
客
席
の

規
模
は
６
２
０
０
席
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
開
催
中
は
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
朝
霞
・
和

光
・
光
ヶ
丘
か
ら
運
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。
開
催
中
は
朝

霞
駅
か
ら
は
約
２
０
０
０
人

ぐ
ら
い
が
会
場
に
向
か
う
予

定
で
す
。

　

そ
の
他
の
質
問
と
し
て

「
中
小
・
小
規
模
企
業
者
支

援
金
」
の
第
二
弾
は
検
討
し

て
い
ま
す
か
と
の
質
問
に
は

「
国
や
県
の
動
向
を
見
つ

つ
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
の
解
答
で
し

た
。

　

ま
た
、
亀
山
教
宣
部
員
よ

り
「
朝
霞
市
の
中
小
・
小
規

模
企
業
者
支
援
金
は
制
度
が

で
き
る
ま
で
も
速
く
、
給
付

も
速
く
、
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
は
、
現
在
は
利
用
休

止
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
最

後
に
「
新
し
い
生
活
様
式
を

守
り
、
再
流
行
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

 　

取
材
は
６
つ
の
項
目
で

行
い
ま
し
た
。

①
市
民
か
ら
の
相
談
状
況
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

相
談
件
数
、
ど
の
よ
う
な
相

談
内
容
が
多
い
か
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

福
祉
関
係
は
、
生
活
困

窮
、
自
立
支
援
の
相
談
が

４
・
５
月
の
2
ヶ
月
間
で
約

３
６
０
件
あ
り
ま
し
た
（
令

和
元
年
は
年
間
で
約
１
２
０

０
件
）。
ま
た
、
住
居
確
保

給
付
金
（
給
与
や
収
入
が
減


